
第3回 マテリアル・計測ハイブリッド研究センター若手フォーラム

当該センター内の若手教員が主体の “材料”と“計測”研究分野が融合した共同研究の契機を得ることを目的として
2023年11月7日（火）から8日（水）にかけて完全対面形式で若手フォーラムを開催した。

◆招待講演

「極低温イオン蓄積リングを用いた冷却分子の物理とアストロケミストリー研究」 中野祐司先生（立教大学）

「無水プロトン伝導物質の設計に向けた計算化学による伝導機構の理論解析」堀優太 先生（筑波大学）

「高次アセンの合成法開拓と2次元ナノ材料創成への展開」林宏暢 先生 （物質・材料研究機構）

「ナノ空間の柔軟性に着目したイオンの吸着分離」簾智仁先生 （東京大学）

「分光技術を駆使した界面反応計測」 井上賢一先生（東北大学）

「Design and optimization of membrane reactors for combined reaction and separation processes」

Sean-Thomas B. Lundin 先生（産業技術総合研究所）

◆ MMHセンター研究紹介（6研究室） / プレスリリース報告（5件） /学生ポスター発表（12件）
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